
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 20、21年度 
中期目標の達成状況報告書 

（別添資料） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２２年６月 
 

愛媛大学
 
 
 
 
 
 
 
 



愛媛大学 

 

 
 
 
 
 
 
 

目   次 
 
 
 
 
資料 1-1-1  地域・大学一体型先導的研究者育成システム概要・・・・・・・・・・ 1 
資料 1-1-2  船舶工学特別コース概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 
資料 1-1-3  ICTスペシャリスト育成コース概要・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 
資料 1-2-4  カリキュラム・マップ（工学部情報工学科）・・・・・・・・・・・・・4 
資料 1-2-5  カリキュラム・アセスメント・チェックリスト(法文学部人文学科)・・ 5 
資料 1-2-6  英語プロフェッショナル養成コースについて・・・・・・・・・・・・ 6 
資料 1-2-7  平成 22年度シラバス登録の手引き・・・・・・・・・・・・・・・・・7 
資料 1-2-8  <FD・SDセミナー>学生の授業時間外学習を促すシラバス作成法(抜粋)・ 8 
資料 1-2-9  平成 22年度前学期共通教育教養科目シラバスの修正について(依頼)・・9 
資料 1-2-10 愛媛大学における履修登録単位数の上限に関する規程・・・・・・・・10 
資料 1-2-11 履修登録単位数の上限設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 
資料 1-4-12 新教務システムの概要について・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 
資料 1-4-13 就職情報システムの運用について・・・・・・・・・・・・・・・・・12 
資料 1-4-14 「こころの相談」について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 
資料 1-4-15 ノートテイクマニュアル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 
資料 1-4-16 愛大ミューズラウンジ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15 
資料 1-4-17 教職支援ルーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 
資料 3-1-18 愛媛大学ミュージアム探訪・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 
資料 3-1-19 「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（SPOD）」，「SPODフォーラム」

について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 



愛媛大学 

- 1 - 

資料１－１－１ 地域・大学一体型先導的研究者育成システム概要 
 

 

 
（出典：ウェブサイト） 
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資料１－１－２ 船舶工学特別コース概要 
 

 
 

 
 

 
（出典：ウェブサイト） 
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資料１－１－３ ICTスペシャリスト育成コース概要 
 

 
 

 
 

（出典：ウェブサイト） 
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資料１－２－４ カリキュラム・マップ（工学部情報工学科） 

 

 
 

（出典：ウェブサイト） 
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資料１－２－５ カリキュラム・アセスメント・チェックリスト（法文学部人文学科） 
 

 
（出典：ウェブサイト） 
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資料１－２－６ 英語プロフェッショナル養成コースについて 
 

 
（出典：共通教育科目履修案内 2009 P31） 
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資料１－２－７ 平成 22年度シラバス登録の手引き 
 

 
（出典：ウェブサイト） 
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資料１－２－８ ＜FD・SDセミナー＞学生の授業時間外学習を促すシラバス作成法（抜粋） 
 

内 容
１．シラバスとは何か

２．シラバスの項目例

３．授業題目・キーワードの書き方

４．目的の書き方

５．到達目標の書き方

６．授業概要・スケジュールの書き方

７．授業時間外学習にかかわる情報の書き方

８．成績評価方法の書き方

９．受講条件の書き方

１０．受講のルールの書き方

１１．教材に関わる情報の書き方

１２．オフィスアワー・連絡先の書き方

１３．その他の書き方

参考文献一覧

 
 

７．授業時間外学習にかかわる情報の書き方

• 授業時間外の学習を促す工夫

①教科書予習、宿題を課す
「授業スケジュールに、毎回の授業内容に対応する教科書の章が記載
されている。事前に必ずその章を読み、質問事項をまとめておくこと」

②毎回授業の冒頭でテストを行う
「知識の確認のために毎回小テストをしますので、必ず授業の復習をし
ておくこと」

③授業のフィードバックを課す
「その日の学習内容をA4用紙1枚にまとめ、次回の授業で提出すること」

④ボーナス課題を出す
「ボーナスポイント課題があるので、欠席分を埋めたい人や更にポイント
を獲得したい人は積極的にチャレンジすること」

⑤グループで取り組む課題を出す
「グループワークのための資料収集や発表準備等が必要となる」
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資料１－２－９ 平成 22年度前学期共通教育教養科目シラバスの修正について（依頼） 
 

平成２２年２月５日 
    
   ○○ ○○ 殿 

教育・学生支援機構 
共通教育センター長 

松本 長彦 
 

平成２２年度前学期共通教育教養科目シラバスの修正について（依頼） 
 

共通教育の授業担当について、ご協力をいただきありがとうございます。 
さて、共通教育センターでは、学生にとってよりわかりやすいシラバスを作成するため、共通教育

科目のシラバスについての確認・点検を行っております。 
その結果、貴殿から提出されたシラバスについて、下記該当（■印）の事項に関する加筆・修正を

お願いすることとなりました。 
つ い て は 、 平 成 ２ ２ 年 ２ 月 １ ２ 日 （ 金 ） ま で に 「 愛 媛 大 学 修 学 支 援 シ ス テ ム 」

（http://info.ehime-u.ac.jp/syugaku/）より訂正をお願いいたします。 
シラバスはよりよい授業への第一歩となる学生との契約の文書という観点から、ご協力方よろしく

お願いいたします。 
 

記 
 

時間割番号・授業科目名［ 10308日本国憲法 ］ 
 

□ 「授業題目」を記入してください。 
□ 「授業題目」および「キーワード」に英語表記を記述してください。 
□ 「授業の目的」を適切に記述してください。 
□ 「授業の到達目標」を適切に記述してください。 
□ 「共通教育の理念・教育方針に関わる項目」を 1〜2 個程度選択してください。 

授業の目的・到達目標と整合性がある項目を、適切に選択してください。 
□ 「授業概要」に不適切な学習活動の水準が記載されていますので、 

適切に記述してください。 
□ 「授業スケジュール」に、１５回の授業内容がわかるように記述してください。 

＊書き方として、３～４回分を一括りのテーマで記述することは、学生の理解度
に応じた対応法として許容範囲です。なお、学期制によりもともと１５回開講さ
れない授業に関してはこの限りではありません。 

   □ 「試験（テスト）とまとめ」に訂正してください。 
□ 「授業時間外学習にかかわる情報」を適切に記述してください。 
□ 「成績評価方法」を適切に記述してください。 
□ 学則では出席は成績評価の項目とされていないことにご留意ください。 
□ オフィスアワー（必ず研究室におられる時間帯）を記入してください。 

「○曜日○時○分～○時○分」という表記でお願いします。 
＊オフィスアワーは後で変更することが可能です。 

 
追加・補足 

                                            
                                            
                                            
                                            
 
 
 
 
 
 

詳細な内容に関する問い合わせ先 
 
共通教育センター 
副センター長  松久 勝利 
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資料１－２－10 愛媛大学における履修登録単位数の上限に関する規程 
 

愛媛大学における履修登録単位数の上限に関する規程 

 

平成２１年１０月１４日 

         規 則 第  １２４ 号 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，愛媛大学学則第１６条第１項の規定に基づき，愛媛大学において学生が１年間 

又は１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限（以下「上限単位数」という。） 

に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（対象科目） 

第２条 上限単位数の対象となる授業科目（以下「対象科目」という。）は，卒業要件となる全ての 

授業科目とする。ただし，集中講義や資格取得のための授業科目等については，各学部及びスーパ 

ーサイエンス特別コース（以下「各学部等」という。）の定めるところにより対象科目としないこ 

とができる。 

（上限単位数） 

第３条 上限単位数は，原則として１学期あたり２４単位とする。ただし，各学部等は，効果的な教 

育を行うために必要と判断する場合には，特定の学期において上限単位数を別に定めることができ 

る。 

（上限単位数の特例） 

第４条 編入学（転学部，転学科等を含む。）の学生及び各学部等の定めるところにより所定の単位 

を優れた成績をもって修得した学生については，前条に定める上限単位数を超えて履修科目の登録 

を認めることができる。 

（雑則） 

第５条 この規程に定めるもののほか，履修登録単位数の上限に関し必要な事項は，各学部等が別に 

定める。 

 

附 則 

  この規程は，平成２２年４月１日から施行し，平成２２年度入学生から適用する。 
 
資料１－２－11 履修登録単位数の上限設定 

 
（出典：共通教育科目履修案内 2010 P9） 
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資料１－４－12 新教務システムの概要について 
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資料１－４－13 就職情報システムの運用について 

 
（出典：ウェブサイト）
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資料１－４－14 「こころの相談」について 
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資料１－４－15 ノートテイクマニュアル 
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資料１－４－16 愛大ミューズラウンジ 
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資料１－４－17 教職支援ルーム 
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資料３－１－18 愛媛大学ミュージアム探訪 
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資料３－１－19 「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（SPOD）」，「SPODフォーラム」について 
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